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集会施設設置管理条例の一部を改正する条例の制定について

議案第57号 令和５年度勝浦市一般会計補正予算（所管事項関係）

議案第62号 夷隅郡市広域市町村圏事務組合規約の一部を改正する規約の制定に

関する協議について

（産業厚生常任委員長）

議案第54号 勝浦市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
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議案第57号 令和５年度勝浦市一般会計補正予算（所管事項関係）

議案第58号 令和５年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算

議案第59号 令和５年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算

議案第60号 令和５年度勝浦市介護保険特別会計補正予算

議案第61号 市道路線の認定について

第２ 議案上程・説明・質疑・討論・採決

議案第63号 令和５年度勝浦市一般会計補正予算

第３ 議員の派遣について

────────────────────────

開 議

令和５年１２月１４日（木） 午前１０時開議

○議長（佐藤啓史君） おはようございます。ただいま出席議員は15名全員でありますので、議会は

ここに成立いたしました。

これより本日の会議を開きます。

本日の日程は、お手元へ配付したとおりでありますので、それによって御承知を願います。

────────────────────────

議案上程・委員長報告・質疑・討論・採決

○議長（佐藤啓史君） 日程第１、議案を上程いたします。

議案第52号 勝浦市副市長の定数の特例に関する条例の制定について、議案第53号 勝浦市

公共施設等整備基金条例の制定について、議案第56号 勝浦市芸術文化交流センター設置管理

条例及び勝浦市コミュニティ集会施設設置管理条例の一部を改正する条例の制定について、議

案第57号 令和５年度勝浦市一般会計補正予算、議案第62号 夷隅郡市広域市町村圏事務組合

規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について、以上５件を一括議題といたします。

本件に関し、委員長の報告を求めます。鈴木総務文教常任委員長。

〔総務文教常任委員長 鈴木克已君登壇〕
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○総務文教常任委員長（鈴木克已君） 議長より御指名がありましたので、今期定例会において、総

務文教常任委員会に付託されました議案の審査経過と結果について、その概要を御報告いたし

ます。

当総務文教常任委員会は、付託されました事件を審査するため、去る12月11日、委員会を開

催し、執行部より市長、副市長、教育長、政策統括監、副政策統括監及び関係課長の出席を求

め、その審査を終了いたしました。

その結果につきましては、お手元へ配付の委員会審査報告書のとおり、議案第52号 勝浦市

副市長の定数の特例に関する条例の制定について、議案第53号 勝浦市公共施設等整備基金条

例の制定について、議案第56号 勝浦市芸術文化交流センター設置管理条例及び勝浦市コミュ

ニティ集会施設設置管理条例の一部を改正する条例の制定について、議案第57号 令和５年度

勝浦市一般会計補正予算のうち、本委員会の所管事項の関係について、議案第62号 夷隅郡市

広域市町村圏事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について、以上５件につ

きまして、議案第53号、議案第57号及び議案第62号、以上３件は全員賛成で、議案第52号及び

議案第56号、以上２件は賛成多数で、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。

以上をもちまして、総務文教常任委員長の報告を終わります。

○議長（佐藤啓史君） これより、委員長の報告に対する質疑に入るのでありますが、発言通告はあ

りませんでした。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（佐藤啓史君） これをもって、質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

発言通告がありましたので、順次発言を許します。

初めに、戸部薫議員。

〔１番 戸部 薫君登壇〕

○１番（戸部 薫君） おはようございます。私は、議案第52号 勝浦市副市長の定数の特例に関す

る条例の制定について、反対の立場から、その理由と意見を述べて、反対討論を行います。

また、議案第56号 勝浦市芸術文化交流センター設置管理条例及び勝浦市コミュニティ集会

施設設置管理条例の一部を改正する条例の制定について、反対討論を行います。

まず、最初に、議案第52号についてでありますが、御承知のとおり、勝浦市が位置する房総

半島太平洋側の銚子市・旭市・東金市・大網白里市・茂原市・いすみ市・鴨川市・南房総市な

ど８市は、勝浦市よりも人口が多い自治体であります。しかし、副市長は１人体制です。

また、現在、地方自治体に求められている地方創生、少子高齢化対策、あるいはコロナや物

価高騰などによる低迷した経済の活性化などにも、先ほど名前を挙げました自治体では、副市

長１人の体制で、真剣にこれらの課題に取り組んでいるはずです。

こうした状況を見ますと、納税者である市民は、なぜ勝浦市だけが副市長２人体制なのかと

疑問に思うのではないでしょうか。こうした疑問が解消されなければ、市民と行政との間の信

頼関係が崩れてしまうのではないか、私はそのことを大変心配しております。こうした心配が

杞憂に終わることを願っております。

第２は、先日の質問に対し、「国とのパイプを太くしていきたい」との答弁があり、再質問
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をいたしましたが、「副市長２人体制で、課題となっている事業を確実に進めるため」、また

「有用有能な人材をフル活用して、課題解決に全力を尽くしたい」旨の答弁がありました。

つまり、本会議や委員会でも、何人もの議員から様々な質問があり、そして答弁がありまし

たが、具体的説明ではなく、私には、ある意味、どこの自治体でも全力で取り組んでいること

ではないのかなとしか理解できませんでした。これでは、賛意を表明することはできません。

次に、副市長を２人にすると、新たに約1,300万円の費用が必要という答弁・説明がありまし

た。私は、この費用で職員を増やし、職員がさらに情熱を持って、創意工夫を発揮して仕事に

励み、市民に対しても一層、親切丁寧な対応に心がけてもらいたいと常々願っております。そ

のことを３番目の理由・意見として述べ、私の第52号議案に対する反対討論といたします。

次に、議案第56号についてでありますが、私は常々、よりよい芸術やよりよい文化の享受は、

人が人らしく発達成長するためにも、さらに優れた芸術・文化・科学を創造していく上でも欠

かせないもの、つまり、人間に必要不可欠なものと捉えております。

一方、本議案の説明資料には、「民間能力の活用により、住民サービスのさらなる向上、施

設の管理運営経費の削減等を目的とした指定管理者制度の導入を可能にするため」とあります。

ここで私は、率直に言いまして、疑問を持ちます。人にとって、人間にとって欠かせない芸術

文化の住民サービスの向上と、施設の管理運営費の削減とは、相入れないのではないかという

ことであります。

なぜなら、キュステは、定員800の中規模の多目的施設と理解しております。こうした中規模

施設で収益を上げることは、指定管理者にとっては、かなり難しいのではないかとの疑問を持

たざるを得ません。

具体的には、収益が上がらないために、イベントの内容の質が下がる。あるいは、スタッフ

の対応も低下するなど、結局は住民へのサービスの低下になってしまうのではないかというこ

とです。以上が、反対の第１の理由です。

第２は、そこで働く従業員の労働環境や待遇についても、同じようなことが考えられます。

指定管理者が収益を上げようとすれば、一番簡単なのは、従業員の人件費の削減であります。

人件費削減は労働環境の悪化を招き、削減された報酬では、従業員あるいは社員の働く意欲や

情熱が失われてしまいます。ひいては、勝浦市からの人口流出にもつながりかねないと考える

からであります。

第３は、今回の議案提案の背景として、私は、国の芸術文化振興に対する施策が不十分であ

ることを指摘しておきたいと思います。

芸術文化の振興のための交付金や補助・支援金は、ＯＥＣＤなどの諸外国と比べると低い水

準にとどまっています。ですから、「経費を削減して、住民サービスの向上」という矛盾する

ような目標が掲げられるのだと思います。

今、大切なことは、市民と行政と、そして議会が力を合わせて、国に対して改善の働きかけ

を行うことではないでしょうか。私はそのように考えます。

そして、こうした市民をはじめとする利用者・イベント参加者に対する必要不可欠な芸術文

化に関係する課題については、もっと時間をかけて、丁寧に研究・検討することが必要です。

したがって、今回の議案提案は拙速としか思えません。

以上、理由を述べ、問題点を指摘し、意見を述べて、反対討論といたします。２つの議案に
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ついての慎重審議を心からお願いをいたしまして、討論を終わりといたします。ありがとうご

ざいました。

〔７番 狩野光一君退席〕

○議長（佐藤啓史君） 次に、岩瀬清議員。

〔５番 岩瀬 清君登壇〕

○５番（岩瀬 清君） ５番、会派市民市政会、岩瀬清です。私は、議案第52号 勝浦市副市長の定

数の特例に関する条例の制定について、賛成の立場で討論いたします。

全国的に人口減少・少子高齢化が進む中、勝浦市におきましても、このことは同様に緊急の

課題であることと認識いたします。

また、このような状況は勝浦市において、漁業・農業などの基幹産業における後継者不足や、

地域経済の衰退、税収入の減収など、将来的には市の財政に大きく影響を及ぼすものと考えま

す。

国政においても、このようなことは十数年前から、政府における最重点課題の一つとして取

り組んでおります。

内閣官房・内閣府においては、平成27年度から地方創生人材支援制度で、全国の市町村に対

し、国家公務員、大学研究者や民間専門人材の派遣支援を行っています。

制度発足以来、令和５年５月までに、全国で1,700以上の市町村のうち、これまで357市町村

でこの制度を活用し、延べ596人を派遣したそうです。

また、この制度を活用して、人材を受け入れたことによる効果については、その人材が持つ

ノウハウやネットワークを活用できたという意見も多かったそうです。

受け入れた市町村で、課題分野の知見、ノウハウ、ネットワークを活用することができたと

する評価は約90％以上で、受け入れたことによる市町村組織の活性化や人材育成に効果があっ

たという評価は72％にも及んでいるそうです。

さらに、内閣府では、地方創生に積極的に取り組む市町村に対し、派遣人材は地方創生の取

組に強い意欲を持ち、市町村のまち・ひと・しごと創生総合戦略の策定・実行のために十分な

能力を有する人材であると明記しております。

また、内閣府はバックアップ体制として、派遣前に地方創生担当大臣による訓示のほか、有

識者による講話、地方創生に関する取組について講義等の研修を実施、派遣期間中には派遣者

同士の情報交換の場や派遣者が一堂に集う情報交換会・報告会などを開催し、派遣人材のさら

なる向上に努めているとのことです。

勝浦市における少子高齢化、人口減少など、深刻化する地域課題はもとより、新型コロナウ

イルス感染症の影響で停滞した地域経済の再生や物価高騰対策などは、早期に対処すべき課題

と考えます。

また、このようなときだからこそ、さきに述べましたような制度を利用して、一つの地方自

治体だけでは難しい課題でも、国や県とのかけ橋的な有能な意欲のある人材確保が必要である

と考えます。

以上のようなことから、現在の勝浦市において、提案されている期限を定めた特例副市長を

置くことについて、賛成することを表明し、議案第52号の賛成討論といたします。

〔７番 狩野光一君入席〕
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○議長（佐藤啓史君） ほかに討論はありませんか。長田悟議員。

〔４番 長田 悟君登壇〕

○４番（長田 悟君） 会派勝寿会の長田悟です。私は、議案第56号 勝浦市芸術文化交流センター

設置管理条例及び勝浦市コミュニティ集会施設設置管理条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、賛成の立場で討論させていただきます。

今回の改正の趣旨は現在、市が直営で管理運営している勝浦市芸術文化交流センターキュス

テ及び勝浦市コミュニティ集会施設について、民間の活力により、住民サービスのさらなる向

上、施設の管理運営経費の削減等を目的とした指定管理制度の導入を可能とするための一部改

正であります。

キュステは、芸術文化振興に資する文化会館としての機能と、社会教育施設としての生涯学

習の場である公民館機能を併せ持っており、各種講座・教室の開設やサークル活動の支援、芸

術文化団体連絡協議会事務局として、芸文協まつりや文化祭の実施、結婚相談事業等を行って

います。

キュステは、開館から現在まで10年間、市民が優れた芸術文化を享受することのできる機会

及び市民自らの芸術活動を実践できる場として、毎年、多くの自主事業及び貸し館事業を実施

してきましたが、今後、市民や近隣住民に優れた芸術文化を提供していくための運営課題とし

て、キュステの塩害等による損傷や各種機器の更新時期の到来、各集会施設の老朽化等、今後、

長寿命化を図っていく上で、専門的技術の必要性。音響、照明などの操作における専門職員の

確保。文化会館特有の事務や技術レベルの維持などが課題となっているところです。

市としては、令和５年３月に勝浦市芸術文化交流センターの今後10年間における維持管理及

び更新方法等に関する保全対策の内容と実施時期の目安を整理した勝浦市個別施策計画を策定、

さらに令和５年７月には、芸術文化交流センター施設の有効な活用の在り方、運営方法等にお

ける民間活力導入の可能性についてのアイデアを把握し、今後の検討に活かすことを目的とす

るサウンディング型市場調査を実施し、施設の維持管理の事業手法としては指定管理制度との

結果が出ております。

指定管理制度導入のメリットの具体例としましては、長寿命化を図っていく上で、専門知

識・技術の活用が可能、即時対応しなければイベント等に影響が出るトラブルへの知識・技

術・経験を生かした対応、各世代のニーズに合ったイベント等の実施、音響・照明等の効果的

な演出など、施設の高度利用が期待できるとのことであります。

また、市民の意見の聴取としまして、勝浦市社会教育委員会議、勝浦市芸術文化交流センタ

ー運営協議会へ諮問しており、それぞれの指定管理制度の導入について付加された意見及び反

対意見もありましたが、双方とも、妥当であるとの答申でありました。

また、この結果を受けまして、教育委員会議では、各答申に付加された意見を尊重するとと

もに、反対意見も十分考慮することとの意見をつけ、指定管理者制度の導入に対して妥当なも

のであるとの審議結果であります。

付加された意見については、キュステは、文化会館のみの施設ではなく、市の施設であるこ

とから、公民館活動や災害時の避難所などの市の事業・業務を優先すること。市において公民

館機能を果たし、生涯学習の振興を図ること等の意見が付されていますが、その対応としまし

ては、審議過程において出された意見等については、指定管理者指定の要項、仕様書に盛り込
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むとのことであります。

指定管理制度については、キュステ開館当時から、方法の一つとして考えられていました。

実際に10年運営した経験及び実績、サウンディング型市場調査の結果、各委員会の答申内容等

を総合的に判断すれば、指定管理制度の導入を提案されている今回上程されました一部改正条

例を制定することは、妥当であると考えます。

以上述べまして、議案第56号 勝浦市芸術文化交流センター設置管理条例及び勝浦市コミュ

ニティ集会施設設置管理条例の一部を改正する条例の制定に対する賛成の討論といたします。

○議長（佐藤啓史君） ほかに討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（佐藤啓史君） これをもって、討論を終結いたします。

これより、議案第52号 勝浦市副市長の定数の特例に関する条例の制定についてを採決いた

します。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

〔挙手多数〕

○議長（佐藤啓史君） 挙手多数であります。よって、議案第52号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────

○議長（佐藤啓史君） 次に、議案第53号 勝浦市公共施設等整備基金条例の制定についてを採決い

たします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

〔挙手全員〕

○議長（佐藤啓史君） 挙手全員であります。よって、議案第53号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────

○議長（佐藤啓史君） 次に、議案第56号 勝浦市芸術文化交流センター設置管理条例及び勝浦市コ

ミュニティ集会施設設置管理条例の一部を改正する条例の制定についてを採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

〔挙手多数〕

○議長（佐藤啓史君） 挙手多数であります。よって、議案第56号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────

○議長（佐藤啓史君） 次に、議案第57号 令和５年度勝浦市一般会計補正予算に対する委員長の報

告は可決であります。
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採決につきましては、産業厚生常任委員会にも付託しておりますので、産業厚生常任委員長

の報告後に採決いたします。

────────────────────────

○議長（佐藤啓史君） 次に、議案第62号 夷隅郡市広域市町村圏事務組合規約の一部を改正する規

約の制定に関する協議についてを採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

〔挙手全員〕

○議長（佐藤啓史君） 挙手全員であります。よって、議案第62号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────

○議長（佐藤啓史君） 次に、議案第54号 勝浦市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について、議案第55号 勝浦市国民健

康保険税条例の一部を改正する条例の制定について、議案第57号 令和５年度勝浦市一般会計補

正予算、議案第58号 令和５年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算、議案第59号 令和５年

度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算、議案第60号 令和５年度勝浦市介護保険特別会計補

正予算、議案第61号 市道路線の認定について、以上７件を一括議題といたします。

本件に関し、委員長の報告を求めます。岩瀬洋男産業厚生常任委員長。

〔産業厚生常任委員長 岩瀬洋男君登壇〕

○産業厚生常任委員長（岩瀬洋男君） 議長より御指名がありましたので、今期定例会において、産

業厚生常任委員会に付託されました議案の審査経過と結果について、その概要を御報告いたし

ます。

当産業厚生常任委員会は、付託されました事件を審査するため、去る12月12日、委員会を開

催し、執行部より市長、副市長、教育長、政策統括監、副政策統括監及び関係課長の出席を求

め、その審査を終了いたしました。

その審査結果につきましては、お手元へ配付の委員会審査報告書のとおり、議案第54号 勝

浦市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例の制定について、議案第55号 勝浦市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の

制定について、議案第57号 令和５年度勝浦市一般会計補正予算のうち、本委員会の所管事項

の関係について、議案第58号 令和５年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算、議案第59号

令和５年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算、議案第60号 令和５年度勝浦市介護保険

特別会計補正予算、議案第61号 市道路線の認定について、以上７件につきまして、全員賛成

で、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。

以上をもちまして、産業厚生常任委員長の報告を終わります。

○議長（佐藤啓史君） これより、委員長の報告に対する質疑に入るのでありますが、発言通告はあ

りませんでした。
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質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（佐藤啓史君） これをもって、質疑を終結いたします。

これより討論に入るのでありますが、発言通告はありませんでした。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（佐藤啓史君） これをもって、討論を終結いたします。

これより、議案第54号 勝浦市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についてを採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

〔挙手全員〕

○議長（佐藤啓史君） 挙手全員であります。よって、議案第54号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────

○議長（佐藤啓史君） 次に、議案第55号 勝浦市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定

についてを採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

〔挙手全員〕

○議長（佐藤啓史君） 挙手全員であります。よって、議案第55号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────

○議長（佐藤啓史君） 次に、議案第57号 令和５年度勝浦市一般会計補正予算を採決いたします。

本案に対する委員長及び総務文教常任委員長の報告は可決であります。

本案は、両委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

〔挙手全員〕

○議長（佐藤啓史君） 挙手全員であります。よって、議案第57号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────

○議長（佐藤啓史君） 次に、議案第58号 令和５年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算を採決

いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

〔挙手全員〕

○議長（佐藤啓史君） 挙手全員であります。よって、議案第58号は、原案のとおり可決されました。
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────────────────────────

○議長（佐藤啓史君） 次に、議案第59号 令和５年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算を採

決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

〔挙手全員〕

○議長（佐藤啓史君） 挙手全員であります。よって、議案第59号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────

○議長（佐藤啓史君） 次に、議案第60号 令和５年度勝浦市介護保険特別会計補正予算を採決いた

します。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

〔挙手全員〕

○議長（佐藤啓史君） 挙手全員であります。よって、議案第60号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────

○議長（佐藤啓史君） 次に、議案第61号 市道路線の認定についてを採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

〔挙手全員〕

○議長（佐藤啓史君） 挙手全員であります。よって、議案第61号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────

議案上程・説明・質疑・討論・採決

○議長（佐藤啓史君） 日程第２、議案を上程いたします。

議案第63号 令和５年度勝浦市一般会計補正予算を議題とします。

市長から提案理由の説明を求めます。照川市長。

〔市長 照川由美子君登壇〕

○市長（照川由美子君） ただいま議題となりました議案第63号 令和５年度勝浦市一般会計補正予

算について、提案理由の説明を申し上げます。

今回の補正予算は、歳入歳出予算及び地方債の補正であります。

去る11月23日に発生したクリーンセンターの設備故障により、一般廃棄物の処理機能が停止
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しているため、緊急で設備修繕するための経費、並びに市外の処理施設等へ一般廃棄物を搬出

し、処理するための経費を補正するものであります。

歳入歳出予算においては、既定予算に6,153万9,000円を追加し、予算総額を190億8,843万

2,000円にしようとするものであります。

地方債においては、ごみ処理施設整備事業債を追加しようとするものであります。

以上で、議案第63号の提案理由の説明を終わります。

○議長（佐藤啓史君） これより質疑に入るのでありますが、ただいまのところ発言通告はありませ

ん。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（佐藤啓史君） これをもって、質疑を終結いたします。

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第63号については、会議規則第37条

第３項の規定により、委員会の付託を省略したいと思います。

これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（佐藤啓史君） 御異議なしと認めます。

よって、議案第63号については、委員会の付託を省略することに決しました。

これより討論に入るのでありますが、発言通告はありませんでした。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（佐藤啓史君） これをもって、討論を終結いたします。

これより、議案第63号 令和５年度勝浦市一般会計補正予算を採決いたします。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

〔挙手全員〕

○議長（佐藤啓史君） 挙手全員であります。よって、議案第63号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────

議員の派遣について

○議長（佐藤啓史君） 日程第３、議員の派遣についてを議題といたします。

本件につきましては、会議規則第164条の規定により、お手元へ配付の議員派遣の件について、

承認を得ようとするものであります。

お諮りいたします。これを承認することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（佐藤啓史君） 御異議なしと認めます。よって、本件は承認することに決しました。

────────────────────────
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閉 会

○議長（佐藤啓史君） 以上をもちまして、今期定例会に付議されました事件は全て議了いたしまし

た。

これをもって、令和５年12月勝浦市議会定例会を閉会いたします。

午前１０時３８分 閉会

────────────────────────

本日の会議に付した事件

１．議案第52号～議案第63号の総括審議

１．議員の派遣について
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